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サーキュラーエコノミーと廃棄物の削減に関する研究の動向
―フランス農業分野に着目して―
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１．はじめに
　欧州連合（EU）は、2015年に、サーキュラーエ
コノミー（循環経済）を欧州の成長戦略達成のため
の新たな経済モデルの一つとして位置付け、具体的
な行動計画と目標（循環経済パッケージ）を発表し
ました。サーキュラーエコノミーは、これまでの環
境政策に経済性を加味したEUの産業変革の基盤と
なる新しい概念です。EU加盟国は、各国独自の戦
略を打ち出し、大量生産・大量消費・大量廃棄の一
方通行型の「線形経済」から、資源の効率的な利用
が付加価値を生み出す「循環経済」への移行を進め
ています。本稿では、欧州最大の農業国であるフラ
ンスを取り上げ、同国のサーキュラーエコノミー政
策への移行と廃棄物削減の推進についての経緯を概
観し、農業分野の動向について考察します。

２．環境政策からサーキュラーエコノミー政
策への移行、そして廃棄物削減の推進へ

　フランスは、1992年の欧州共通農業改革における
環境保全を目的とした措置（規則2078/92）に基づ
き、環境政策を強化し「持続可能な農業」を目指し
てきました。その後、2012年に社会党政権に交代
し、社会連帯経済によるエコロジーとエコノミーの
両立を可能としたパフォーマンスのよい農業（アグ
ロエコロジー）を目指し、具体的方策の検討が開始
されます。
　ル・フォル農林水産大臣（当時）は、2012年12月18
日に全国会議「他の方法で生産しましょう（Produisons 
autrement）」を開催し、環境政策からアグロエコ
ロジー政策への移行を明確化しました。地域レベル
で は、「 持 続 可 能 な 農 業 の た め の 地 域 計 画

（PRAD）」がこれまでの環境政策と収益性の高い農
業とを結び付け、新たな方向性と優先行動を決定し
ました。そして、2013年には、サーキュラーエコノ
ミーの発展において不可欠なステークホルダー（地
方自治体、経済運営者、研究技術機関及び公的機
関）を組織化するためのサーキュラーエコノミー研
究所が設立されました。
　他方、2015年９月に国連首脳会議で採択された

「持続可能な開発目標」に、2030年までに廃棄量半
減等の目標（目標12）が掲げられたことを契機とし

て、フランスは世界に先んじて、2016年２月11日
「食品廃棄禁止法（Galot法）」を制定しました。同
法では、面積が400m²を超える大型小売業を対象と
して、賞味期限等による廃棄を禁止し、食料援助団
体との提携による寄付あるいは肥料・堆肥への再利
用等を義務付けました。フランス環境・エネルギー
管理庁の調査（ADEME，2016）によれば、フラン
スの食品廃棄量は年間一人当たり150kg（そのうち
７kgは未開封）、フランスの全温室効果ガス排出量

（CO2換算）の３％を占めています。その一方で、
2017年には550万人が食料援助を受け、800万人が経
済的な理由で食料不安に陥りました。さらに、フラ
ンスは原材料の輸入依存の問題を抱えており、原材
料産業の供給量50％が再生材料です（Ministère de 
la Transition écologique et solidaire, 2018）。しか
し、Bigotらの調査（Bigot et al.，2014）によれば、
フランスの一般廃棄物の回収率は39％であり、ドイ
ツ（65％）やベルギー（50％）などの近隣諸国より
もはるかに低い率でした。また、ペットボトルの回
収率は、北欧諸国が90％以上であるのに対し、フラ
ンスは55％でした。そして、フランスのプラスチッ
クのリサイクル率は20％で、EU平均（30％）より
も低く、EUプラスチック戦略の目標達成が困難と
される結果でした。こうした状況から、サーキュ
ラーエコノミーの下で廃棄物削減を強化するため
に、2018年４月、具体的な50の対策を示したロード
マップ（FREC）を発表しました。したがって、フ
ランスのFRECは、生産・消費・廃棄物管理・ステー
クホルダーの四つの分野の動員を掲げています。
　以上、一連の施策及び現状を踏まえ、フランス政
府は、廃棄物の発生抑制とともに資源の有効利用に
よる最適化を重視したサーキュラーエコノミー政策
の総合的かつ一体的な実施を実現するために、2020 
年２月、「廃棄に対する闘い及び循環経済に関する
法律（AGEC法）」の制定に至りました。

３．農業分野におけるサーキュラーエコノミー
　農業分野におけるFRECは、マクロン政権発足直
後2017年11月に開催された食料全体会議（ÉGA）
のワークショップ３「サーキュラーエコノミーと生
物経済」が基盤となっています。
　農業分野の廃棄物管理については、大きく二つに
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区別することができます。一つは、農業の生産資材
です。非生分解性のプラスチックフィルムや育苗ト
レイ、マルチなどの利用によりマイクロプラスチッ
クが土壌に残存し、生態系や人体に悪影響を及ぼす
ことへの懸念から、その適正処理が求められていま
す。もう一つは、食品廃棄物です。食品廃棄物につ
いては、上述のように、消費者、食品流通業が問題
のターゲットとされていますが、生産段階での食品
廃棄量が32％に及びます（ADEME，2016）。しか
し、品目によって廃棄量や生産流通方法が異なるた
め、要因となるサプライチェーンの特定及び廃棄量
の定量化はされていませんでした。そこで注目され
たのがAugeらの研究（Auge et al.，2018）です。
主要な４セクター（野菜・果物・穀類・家畜）を対
象として、生産から消費の段階における生産物の質
量と食品廃棄量の割合を測定し、それらを「回避
可」と「不可避」に選別し、経済的及び環境的に定
量化しました。この方法論は、スイスの研究グルー
プによって提唱され、「回避可」の余地があると判
断された場合、「潜在的回避可」という概念を導入
し、回避の可能性を最大限引き出したことが注目さ
れました（MAA，2019b: 15）。それ以前のフラン
スでは、廃棄の大部分は生産過剰が要因と考えられ
ており、生産量の多い穀類等の専門農業が廃棄削減
の対象とされていました。しかし同研究により、廃
棄量を割合に換算すれば、穀類等の廃棄量は生産量
の５％に過ぎず、むしろ野菜と果物の廃棄量が生産
量の10％以上に及び、その廃棄による経済的損失が
大きいことが確認されました。また同時に、野菜と
果物の廃棄による温室効果ガス排出量は少なく、環
境コストが低いことも明らかにされました（第１図
参照）。
　こうした廃棄を生み出すメカニズムの理解は、ス
テークホルダーに改善につながる新たな行動を導き
ます。例えば、野菜と果物は腐敗しやすい性格上、
輸送中の衝撃等のリスクが軽減される地産地消が販

売手段に適すること、学校給食での果物廃棄は、果
物のみ提供時間を15時に変更したことで完食された
こと、野菜の収穫は早期に行うと水の利用と害虫の
被害が少なく効率的になることなど、これまでの慣
行が見直されています。

４．おわりに
　農業がサーキュラーエコノミーの原点となり、革
新的な方法で農村地域の社会的構造を再現化すると
いう動きに触発され、非農家出身の新規農業就業者
の増加が報告されています（Morel，2019）。それら
は、1.5ha以下の小さな農地で、有機農法による数種
類の野菜を生産し、地産地消を行っているという特
徴があります。近年、農地の減少と集約化が同時に
進行しているフランスの現状に反して、増加を続け
ているマイクロ農業者とサーキュラーエコノミーの
ダイナミクスとの関わりが注目されています。
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第１図　主要４セクターの生産段階の廃棄による影響
資料：Auge et al.（2018）より筆者作成。
注．左側の棒グラフは、主要４セクターの廃棄による温室効果

ガス排出量（CO2変換）を示す。右側の棒グラフは、主要４
セクターの廃棄量にかかる経済的損失額を示す。野菜と果
物は生鮮のみを対象とし、家畜は、タマゴ、牛乳を含む。
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